
  

 

 

NEWS 310（ニュース サド）は佐渡観光交流機構の会員様向けニュースレターです。ご意見、ご感想をぜひお聞かせください。また、観光 PR のための写真画像、映像、イベント情報等

がございましたらご提供いただけますと幸いです。佐渡観光交流機構を今後ともよろしくお願いいたします。機構 HP の「お知らせ」にて公開しております https://sado-dmo.com/news/。 

 

◆第 1 回支部長意見交換会を開催しました 

6 月 25 日、島内 4 エリア（両津、相川、国中、南佐渡）の支部長が一堂に会

する意見交換会を開催しました。 

これは、各地域での取り組みや課題、今後の連携強化について情報を共有し、より

効果的な観光地域づくりを進めることを目的とした初の試みです。 

当日は、各エリアにおけるイベントや観光客の受け入れ状況、事業者支援の取組

などについて活発な意見が交わされました。また、共通課題として「観光シーズン中の

人手不足」や「地域間での情報共有の不足」が挙げられ、これらに対する協力体制

づくりの必要性が確認されました。参加者からは「他支部の活動を知る良い機会にな

った」「定期的に開催してほしい」との声も寄せられ、今後の定例化も視野に入れた継

続的な開催を検討しています。佐渡 DMO では今後も、地域ごとの声に耳を傾けな

がら、島全体の観光の質と満足度向上を目指してまいります。（事務局長 佐藤） 

◆新潟県観光協会との合同ミーティングを開催しました 

6 月 16 日、新潟県観光協会（地域連携 DMO）と連携し、インバウンド向け高

付加価値事業に向けたスタッフ向けの研修会、視察を佐渡で開催しました。 

この取り組みは、今年度新潟県が観光庁からの支援を受けて行う「地方における高

付加価値なインバウンド観光地づくり事業」で「モデル観光地」として佐渡が認定され、

佐渡と新潟県が一体となって、訪日外国人旅行者に向けた魅力的な体験コンテンツ

の創出と磨き上げを目指すものです。 

研修会では、これまで観光コンテンツとしてあまり注目されてこなかった佐渡島内

の地域資源に光をあて、新たな価値の発掘に向けた意見交換や事例共有が行わ

れました。地元の特性や文化に根差した「佐渡ならでは」の体験づくりに取り組むため、

現地視察も交えながら、参加者同士の理解と連携を深める機会となりました。 

今後も佐渡 DMO では、新潟県観光協会との連携をさらに強化し、地域全体でイ

ンバウンドの質の高い受け入れ体制の構築と持続可能な観光推進に努めてまいりま

す。（事務局長 佐藤） 

◆ゲストハウス交流会を開催しました 

6 月 24 日、「Temple Stay 玉林寺」を会場に佐渡島内のゲストハウス関係者

を対象に、情報交換とネットワーキングを目的とした「ゲストハウス交流会」を開催しま

した。 

当日は 11 施設より参加いただき、運営上の課題や成功事例の共有、今後の連

携の可能性など、活発な意見交換が行われました。ゲストとして、Airbnb Japan 株

式会社 事業開発部部長の谷口様からも参加して頂き、情報発信のコツなどをお話

して頂きました。 
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参加者からは「他施設の取り組みを知ることができて参考になった」「今後も定期

的にこのような機会が欲しい」との声がありました。 

今後も DMO では、島内の宿泊事業者がつながりを深め、より魅力的な佐渡滞在

を提供できるよう、支援を続けてまいります。（事務局長 佐藤） 

◆佐渡小木たらい舟さざえ祭りが開催されました 

6 月 22 日、今年で 31 回目となる「小木たらい舟さざえ祭り」が開催されました。

約 4,000 人の来場者があり、たらい舟の体験や、地元の小中学生の芸能、小木地

域の芸能や鬼太鼓の披露などでにぎわいました。（事業本部 鈴木） 

◆農泊・グリーンツーリズム部会を開催しました 

農泊（農家民宿・ゲストハウスで農家体験を提供している宿）や農業・漁業体

験、佐渡の魅力的な食を発信するチーム「農泊・グリーンツーリズム部会」を、今年

度より立ち上げました。 

今後、佐渡の人と交流できる滞在メニューの発信や秋・冬のゆったりした体験メニュ

ーの提供を行っていきたいと考えています！（事業本部 鈴木） 

◆観光庁のプレミアムインバウンドツアー事業に参画 

地方創生プレミアムインバウンドツアー集中展開事業として、佐渡島内で息づく伝

統文化や芸術を体験の中心としてとりあげ、宿泊付きの特別ツアーを造成しました。 

特に海外の高付加層をターゲットとし、能・鬼太鼓・鼓童・無名異焼をじっくり楽し

み知っていただくプランです。6 月 30 日から販売開始し、実施は 9 月～10 月で

す。（事業本部長 ウィロビー） 

◆佐渡定期観光バスがスタートします 

佐渡市・新潟交通佐渡の官民連携の実証運行で、定期観光バス「金の道

2025」が 7/26～8/17 の期間に運行されます。詳しくは、新潟交通佐渡様の

HP にてご確認ください。 

https://www.sado-bus.com/sightseeing/ 

（事業本部 長島） 

◆7 月のイベントをご紹介します 

 さど食の陣 （7 月４～６日） 

 7 月 天領佐渡両津薪能（演目：通小町） （7 月５日） 

 夜の御前踊り （7 月 12、13、19、20、21 日） 

 佐渡芸能に触れてみる 1 時間 （7 月 13 日） 

 2025 佐渡オープンウォータースイミング （7 月 13 日） 

 鼓童 夏の公演 （7 月 19～27 日） 

 春日神社薪能 （7 月 20 日） 

 鉱山祭 （7 月 26、27 日） 

 

メール配信希望の方には、以下にカラー写真が続きます。 

ぜひ、メールでの配信をご検討ください。 

タイトルに「NEWS310 メール配信希望」と記載のうえ、info@visitsado.com にメールにて

ご連絡ください。 



  新 潟 県 観 光 協 会 との合 同 MTG  

新潟・佐渡エリア「モデル観光地」事業の流れの中で、新

潟県観光協会から 8 名、当機構から 6 名が参加し MTG を

実施。現地視察、意見交換や事例共有を行いました。 

 ゲストハウス交 流 会  

Temple Stay 玉林寺を会場に開催しました。ゲストハウス

を運営するうえでの課題や事例の共有などをディスカッシ

ョンしました。 

 第 1 回 支 部 長 意 見 交 換 会 開 催  

各エリアの支部長が一堂に会して、取り組みや課題につい

て情報共有しました。今後の定例化も視野に入れた継続的

な開催を検討しています。 

 農 泊 ・グリーンツーリズム部 会 を開 催  

農泊や、農業・漁業体験、佐渡の魅力的な食を発信するチ

ーム「農泊・グリーンツーリズム部会」の活動です。一体

となって、滞在メニューの提供や発信を行っていきます。 


